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論

2

外
国
人
の
政
治
活
動
の
自
由

マ
ク
リ
ー
ン
事
件

最
高
裁
昭
和
五
三
年
一
0
月
四
日
大
法
廷
判
決

(
昭
和
五
0
年
行
ツ
第
ご
一
0
号
在
留
期
間
更
新
不
許
可
処
分

取
消
請
求
事
件
)

(
民
集
三
二
巻
七
号
三
三
三
頁
、
判
時
九
0
三
号
三
頁
)

<
事
実
の
概
要
>

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
籍
を
も
つ
上
告
人
覆

控
訴
人
・
原
止
巳
ロ
ナ
ル
ド
・
ア
ラ
ン
・
マ
ク
リ

ー
ン
(
X
)
は
昭
和
四
四
年
五
月
一
 
0
日
、
出
入

国
管
理
令
(
以
下
「
令
」
と
す
る
。
現
出
入
国
管
理

及
び
難
民
認
定
法
)
四
条
一
項
二
合
ぢ
、
特
定
の

在
留
資
格
及
び
そ
の
在
留
期
問
を
定
め
る
省
令

一
項
三
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
、
在
留
期
間

を
一
年
と
す
る
上
陸
許
可
を
得
て
入
国
し
た
。

X
は
直
ち
に
A
語
学
学
校
に
英
語
教
師
と
し
て

雇
用
さ
れ
た
が
入
国
後
一
七
日
間
で
同
校
を
退

職
し
、
他
の
同
種
の
語
学
学
校
に
移
っ
た
(
無

届
)
。
ま
た
X
は
将
来
本
国
で
ア
ジ
ア
音
楽
を

教
授
す
る
志
を
も
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
間
琵

琶
と
琴
の
研
究
を
続
け
た
。
他
方
X
は
外
国
人

べ
平
連
に
所
属
し
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
出
入
国

管
理
法
案
反
対
、
日
米
安
保
条
約
反
対
等
の
デ

モ
や
集
会
に
参
加
し
た
。

X
は
昭
和
四
五
年
五
月
一
日
、
法
務
大
臣

(
被
上
告
人
・
控
訴
人
・
被
告
)
 
Y
に
対
し
一
年
の

在
留
期
間
の
更
新
を
申
請
し
た
。
 
Y
は
同
年
八

月
一
0
日
に
出
国
準
備
期
間
と
し
て
九
月
七
日

ま
で
ご
一
0
日
間
の
更
新
を
許
可
し
た
が
、
・
同

年
九
月
五
日
付
け
で
右
以
後
の
更
新
は
不
許
可

と
し
た
一
そ
こ
で
X
は
こ
の
処
分
を
不
服
と
し
、
,

て
そ
の
取
消
し
を
求
め
て
出
訴
し
、
同
時
に
処

分
の
効
力
停
止
を
申
し
立
て
た
(
こ
れ
に
つ
い
て

の
記
述
は
略
)
。
第
一
審
の
裁
判
で
Y
は
不
許
可

処
分
の
理
由
と
し
て
X
の
無
届
転
職
と
政
治
活

動
を
理
由
に
挙
げ
た
。
第
一
審
判
決
は
、
在
留

期
間
の
更
新
許
可
に
つ
き
Y
が
「
相
当
広
汎
な

裁
量
権
を
有
す
る
」
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、

そ
の
裁
量
権
は
「
憲
法
そ
の
他
の
法
令
上
、
一

定
の
制
限
に
服
す
る
」
と
し
、
 
Y
の
処
分
は

「
社
会
観
念
上
著
し
く
公
平
ミ
妥
当
さ
を
欠
」

き
、
「
日
本
国
憲
法
の
国
際
協
調
主
義
お
よ
び

基
本
的
人
権
保
障
の
理
念
に
か
ん
が
み
・
・
・
・
・
・
裁

量
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
違
法
の
処
分
」
で
あ
る

と
し
て
、
こ
れ
を
取
り
消
し
た
(
東
京
地
判
昭
和

四
八
・
三
・
二
七
行
集
二
四
巻
三
号
一
八
七
頁
、

時
七
0
二
号
四
六
頁
)
。
そ
れ
に
対
し
第
二
審
は
、

Y
は
更
新
を
適
当
と
認
め
る
に
足
る
「
相
当
の

理
由
」
(
令
一
三
条
三
項
)
が
あ
る
と
き
に
こ
れ

を
許
可
す
れ
ば
足
り
、
そ
の
際
の
判
断
は
「
自

由
な
裁
量
」
に
任
さ
れ
て
お
り
、
在
留
期
間
中

の
政
治
活
動
を
消
極
的
資
料
と
す
る
こ
と
も
許

さ
れ
る
と
判
示
し
、
第
一
審
判
決
を
取
り
消
し

て
X
の
請
求
を
棄
却
し
た
軍
京
高
判
昭
和
五

0
・
九
・
二
五
行
集
二
六
巻
九
号
一
 
0
五
五
頁
、
判

時
七
九
二
号
三
頁
)
。
 
X
は
こ
れ
を
不
服
と
し

て
上
告
。

上
告
棄
却
。

「
憲
法
二
二
条
一
項
は
、
日
本
国
内
に
お
け

る
居
住
・
移
転
の
自
由
を
保
障
す
る
旨
を
規
定

す
る
に
と
ど
ま
り
、
・
・
・
・
・
・
ー

神
奈
川
黍
J

教
 
j
 
授
)

わ
力
玉

よ1

1

利
益
に
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
在
留
期
間
中
の
正
当
な
人
権
の

行
使
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
前
提
と
な
る
滞
在

の
権
利
を
一
方
的
に
奪
う
こ
と
が
で
き
る
の
は

「
北
月
理
」
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
(
阿
部
)
、
ま
た
、

外
国
人
は
そ
の
結
果
正
当
な
表
現
行
為
を
控
え

ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
い
う
点
で
、
「
萎
縮
効

果
」
を
生
む
(
江
橋
)
。
在
留
許
可
期
間
を
短
期

に
区
切
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
方
で
「
な
し
く

ず
し
の
永
住
許
可
」
尾
吹
)
に
対
す
る
期
待
を

妨
げ
る
意
味
を
も
つ
が
、
他
方
こ
の
期
間
は
人

権
行
使
に
つ
い
て
の
監
視
を
行
う
猶
予
期
間
で

は
な
い
。
基
本
的
人
権
を
保
障
す
る
立
憲
.

治
国
家
に
お
い
て
は
、
一
旦
入
国
を
許
さ
れ
央

引
国
人
は
正
当
な
人
権
行
使
を
理
由
と
す
る
不

時
の
退
去
強
制
を
受
け
る
べ
き
で
な
い
と
す
れ

ば
、
短
期
ご
と
の
更
新
時
に
お
け
る
不
許
可

か
、
実
質
上
同
様
の
不
当
な
追
放
処
分
に
転
化

゛
)
、
し
得
る
こ
と
に
は
、
問
題
が
あ
る
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

<
参
考
文
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本
件
に
直
接
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、
碓
井
光
明
・
自

治
研
究
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正
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一
三
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亘
萩
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芳
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・
憲
法

の
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判
例
〔
第
一
版
〕
六
頁
、
浦
部
法
穂
・
憲
法
の
基

本
判
例
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第
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版
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頁

さ
い
と
う
や
す
お

(
齋
藤
靖
夫

い
る
も
の
、
な
い
こ
と
ー
も
ち
ろ

留
の
刑
な
い
引
き

ナ

こ

出
入
国
管
理
令
の
規
定
の
し
か
た
は
「
法
務

臣
に
一
定
の
期
間
ご
と
に
当
該
外
国
人
の
在

留
中
の
状
況
、
在
留
の
必
要
性
・
相
当
性
等
を

審
査
し
て
在
留
の
許
否
を
決
定
さ
せ
よ
う
と
す

刑
を

う
る

し

論
の
そ
れ
と
、
実
質
上
同
一
次
元
で
捉
え
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
原
則
逆
転
説
も
実
際
上
否

総

定
説
と
変
わ
ら
な
い
と
す
る
見
解
(
阿
部
ほ
か
)

は
結
局
今
日
の
我
が
国
の
現
状
を
基
礎
と
し
て

1

い
る
が
、
亡
命
権
等
を
事
実
上
な
い
し
法
的
に

認
め
て
い
る
国
で
は
重
要
な
争
点
に
も
な
り
得

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
憲
法
は
外
国
人
の
入
国
に

つ
い
て
黙
し
て
お
り
、
憲
法
上
明
ら
か
な
の
は

我
が
国
が
完
全
な
鎖
国
政
策
も
移
民
受
入
れ
政

策
も
と
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
止
ま
る
で
あ
ろ

う

二
外
国
人
の
在
留
期
間
更
新
に
つ
き
法
務

大
臣
に
広
い
裁
量
を
認
め
る
理
由
と
し
て
第
二

審
は
、
「
外
国
人
の
受
入
れ
が
基
本
的
に
は
、

受
入
国
の
自
由
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
」
と

し
、
本
判
決
も
同
様
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

外
国
人
の
入
国
四
自
生
に
宗
ぐ
否
定
説
を
と

れ
ぱ
更
新
の
一
般
的
住
格
づ
け
の
問
題
と
し

て
み
る
限
り
、
当
然
そ
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の

問
題
は
さ
ら
に
外
国
人
が
更
新
を
請
求
す
る
権

利
を
有
す
る
か
、
と
法
務
大
臣
の
裁
量
の
性

範
囲
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
の
二
点

.

に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
一
審
か
ら

上
告
審
ま
で
否
定
し
て
い
る
。
更
新
を
基
本
的

に
は
入
国
と
同
一
の
次
元
で
捉
え
る
以
上
、

国
人
が
「
滞
在
し
続
け
る
権
利
」
を
憲
法
上
当

然
も
つ
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
点
で
令
二

一
条
三
項
が
「
更
新
を
適
当
と
認
め
る
に
足
り

る
相
当
の
理
由
」
と
い
う
定
め
方
を
し
て
い
る

の
は
意
味
を
も
つ
。
法
務
大
臣
の
裁
量
も
右
の

点
か
ら
相
当
広
範
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

)
0

た
だ
し
こ
こ
で
一
審
が
、
こ
の
裁
量
権
も

当
然
憲
法
以
下
の
法
令
に
ょ
っ
て
一
定
の
制
限

に
服
す
る
と
し
、
さ
ら
に
更
新
拒
否
が
実
態
上

極
め
て
少
な
い
こ
と
に
も
一
言
及
し
て
い
る
の
に

対
し
、
二
審
・
上
告
審
と
も
外
国
人
の
「
一
切

の
行
状
」
「
諸
般
の
事
情
」
を
法
務
大
臣
が
嵩

酌
す
る
こ
と
を
認
め
る
た
め
、
結
果
に
は
大
き

な
違
い
を
生
ず
る
。
こ
の
点
で
一
審
判
決
は

一
種
の
既
得
権
説
に
基
く
」
(
血
と
も
評
さ

れ
る
が
、
た
だ
し
不
許
可
を
一
般
的
に
例
外
と

7

る
自
を

り
、

趣
旨
」
で
あ

の

"

森
に
消
和

る

な
い
こ
と
ま
て
の

さ
て

、

「
裁
判
所
は
、
法
務
大
臣
の
・
・
・
・
・
・
判
断
の
基

礎
と
さ
れ
た
重
要
な
事
実
飯
緊
あ
る
こ
と

て
し
る
も
て

・
・
・
・
・
祖

を
ム
、
、
な
も
の
と
す
る
旨 る

こ
と

件
処
分
を
違
法
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
。
<
解
説
>

本
件
は
在
留
期
間
更
新
不
許
可
処
分
の
適
否

に
関
す
る
「
お
そ
ら
く
最
初
の
事
案
」
(
臣
と

い
わ
れ
て
い
る
。
 
X
の
転
職
に
つ
い
て
は
第
一

審
の
認
定
・
判
断
が
上
級
審
で
特
に
否
定
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
政
治
活
動
に
関
連

す
る
諸
点
に
限
定
す
る
。

一
外
国
人
に
入
国
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る

か
否
か
に
つ
い
て
は
第
一
審
か
ら
上
告
審
ま
で

否
定
的
見
解
を
と
っ
て
い
る
。
今
日
判
例
上
も

学
説
上
も
本
判
決
の
よ
う
に
「
国
際
慣
習
法

上
」
否
定
さ
れ
る
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
ろ
う

(
萩
野
ほ
か
参
照
)
。
国
際
法
の
レ
ベ
ル
で
は
、

い

ず
れ
に
し
ろ
伝
統
的
に
は
領
士
主
権
に
基
づ
き

国
家
は
外
国
人
の
入
国
を
自
由
に
許
否
で
き
る

と
さ
れ
る
が
、
た
だ
し
今
日
の
法
治
国
家
に
お

い
て
は
入
国
に
関
す
る
規
律
は
法
令
を
も
っ
て

行
わ
ね
ぱ
な
ら
ず
、
ま
た
窓
意
的
に
こ
の
「
自

由
」
を
行
使
し
て
は
な
ら
な
い
。
更
に
条
約
が

な
い
こ
と
を
理
由
に
入
国
拒
否
を
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
(
碓
井
・
宮
崎
・
村
瀬
ほ
か
参
照
)
。
日

本
国
憲
法
と
の
関
係
に
お
い
て
も
否
定
説
が
通

説
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
結
局
憲
法
を
通
し
て

右
の
国
際
慣
習
法
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
立
場
は
、
日
本
国

憲
法
の
本
来
の
人
的
対
象
は
国
民
で
あ
る
と
い

う
原
器
に
ょ
る
に
せ
よ
、
主
権
国
家
の
併
存

す
る
国
際
社
会
と
い
う
現
実
論
に
ょ
る
に
せ

よ
、
外
国
人
の
入
国
の
自
由
は
外
国
人
の
人
権

享
有
能
力
と
は
一
応
次
元
の
異
な
る
問
題
と
考

え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
学
説
上
入
国

の
自
由
を
原
則
と
し
て
認
め
よ
う
と
す
る
説

(
太
田
・
作
間
・
宮
崎
)
は
、
外
国
人
の
入
国
の
自

由
に
つ
き
、
絶
対
的
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
国
民

と

等
に
ょ
り
右
芋

力

る
こ
と
ー
き
ナ

と
う
力

ι
イ

力
三
ら
力
あ
る
力
ど
う
力
に
つ
い
て

U「
憲
法
第
三
章
の
諸
規
定
に
ょ
る
ー

力

し
に
"
ら

そ

『

1く
こ
と

ら

の
半

し
0

く

く
さ

・
・
・
・
・
・
Y
 
の
本

ι

し
る
も

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
一
審
は
、

外
国
人
が
在
留
を
必
要
と
す
る
相
当
の
理
由
を

示
し
た
場
合
は
積
極
的
に
不
許
可
事
由
を
要
す

る
と
し
て
、
「
令
五
条
一
項
三
号
な
い
し
一

四
号
に
準
ず
る
理
由
」
を
こ
れ
に
当
て
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
更
新
を
完
全
な

白
紙
還
元
な
い
し
は
む
し
ろ
例
外
と
す
る
立
場

と
、
全
く
の
白
紙
還
元
で
は
な
い
と
す
る
立
場

の
二
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
、
基
本
的
人

権
の
享
有
・
行
使
と
、
そ
の
前
提
と
な
る
滞
在

の
権
利
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か

゛
>
、
か
係
わ
っ
て
く
る
。

三
外
国
人
の
人
権
享
有
主
体
性
一
般
に
つ

い
て
は
本
書
1
1
事
件
に
譲
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
こ
の
点
で
今
日
否
定
説
は
意
義
を
失
っ
て
い

る
と
見
て
ょ
い
(
芦
部
・
横
田
・
江
橋
)
。
有
力
な

の
は
部
分
的
肯
定
説
な
い
し
積
極
説
で
あ
り
、

本
判
決
も
同
様
の
立
場
に
た
っ
て
い
る
。
し
た

つ
て
今
日
に
お
い
て
は
む
し
ろ
、
各
種
の
人

が権
に
つ
い
て
外
国
人
が
そ
れ
を
享
受
す
る
(
も

し
く
は
し
な
い
)
理
由
・
範
囲
等
を
明
確
に
し
て

い
く
こ
と
が
学
説
・
判
例
・
立
法
に
期
待
さ
れ

て
い
る
、
と
い
ぇ
よ
う
。
外
国
人
の
政
治
活
動

に
関
す
る
議
論
は
、
一
般
に
参
政
権
が
国
民
固

有
の
権
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。
従
っ

て
国
民
の
政
治
的
戻
主
的
貫
決
定
過
程
に

直
接
参
加
す
る
場
合
毎
挙
国
民
投
票
一
定
の

公
務
就
任
、
政
党
加
入
等
)
が
除
外
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
判
例
上
も
学
説
も
ほ
ぽ
異
論
が
な

)
0

た
だ
し
判
例
は
依
然
と
し
て
国
民
主
権
を

し理
由
と
し
て
原
器
に
終
始
し
て
い
る
(
参
議

院
議
員
に
対
す
る
選
挙
権
に
関
し
、
国
民
固
有
の
後

国
家
的
権
利
と
し
た
原
審
の
判
断
を
、
本
件
を
引
照

し
て
維
持
し
た
最
二
小
判
平
成
五

二
六
判
時

一
四
五
二
号
三
七
頁
参
照
。
し
か
し
地
方
公
共
団
体

の
選
挙
権
に
つ
い
て
は
、
大
阪
地
判
平
成
五
・
六

二
九
(
判
タ
ハ
ニ
五
号
一
三
四
頁
)
が
、
結
論
は
同
旨

な
が
ら
、
「
現
実
は
不
当
に
す
ぎ
る
と
の
意
見
が
出
て

く
る
の
も
一
面
も
っ
と
も
」
と
し
て
一
定
の
理
解
を

示
し
て
い
る
1
本
書
1
5
事
件
参
照
)
の
に
対
し
、

学
説
は
国
籍
・
国
民
概
念
の
相
対
化
、
「
定
住

も

あ

ー
よ
り
駒
力

当
↑

く

1

治
活
動
の
自
由
に
つ
い
て
も
、
わ
が
国
の
政
治

的
憙
決
定
又
は
そ
の
実
施
に
影
響
を
及
ぽ
す

活
動
等
外
国
人
の
地
位
に
か
ん
が
み
こ
れ
を
認

め
る
こ
と
が
相
当
で
な
い
と
解
さ
れ
る
も
の
を

除
き
、
そ
の
保
障
が
及
ぶ
・
・
・
・
・
・
し
か
し
な
が
ら

・
・
・
・
・
・
外
国
人
に
対
す
る
憲
法
の
基
本
的
人
権
の

保
障
は
、
右
の
よ
う
な
外
国
人
在
留
制
度
の
わ

く
内
で
与
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
・
:
:
・
す

る
一

と

力

く

力
日

く

1

し
る
と
さ
る
も

も
と

く
こ
と

な
わ
ち
、
在
留
期
間
中
の
憲
法
の
基
本
的
人
権

き

1

り
、
政

勺
"
ム

外
国
人
」
と
い
う
類
型
の
導
入
等
特
に
社
会

権
の
領
域
で
理
論
的
な
努
力
を
払
っ
て
い
る

(
本
書
1
7
事
件
参
照
)
。
表
現
の
自
由
に
つ
き
争

い
が
あ
る
の
は
、
今
日
こ
の
種
の
自
由
権
の
参

政
権
的
機
能
が
広
く
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い

る
こ
と
と
基
本
的
に
関
係
す
る
。
一
応
国
民
と

の
区
別
を
認
め
な
い
説
積
邑
も
あ
る
が
、

え
ば
「
他
の
諸
個
人
と
共
同
し
て
ひ
ろ
い
意
味

で
の
政
府
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
参
政
権
的
機

能
を
は
た
す
場
合
」
に
は
保
障
が
及
ば
な
い
と

す
る
説
(
尾
吹
)
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の
限
定
を

つ
け
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
本
判
決
は
こ
れ
に

対
し
「
国
の
政
治
的
意
思
泱
定
又
は
そ
の
実
施

に
影
響
を
及
ぽ
す
活
動
」
と
い
う
漠
然
と
し
た

基
準
を
示
す
た
め
、
実
質
的
な
全
面
否
謬
な

り
得
る
と
の
批
判
(
阿
部
)
が
あ
る
。
第
一
審
の

示
す
「
日
本
国
民
が
選
択
決
定
す
べ
き
政
治
問

題
」
と
い
う
基
準
も
漠
然
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
更
新
の
許
否
と
直
接
関
連
さ
せ
た
立
論
の

た
め
、
在
留
中
の
外
国
人
に
対
す
る
人
権
保
障

そ
れ
自
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
得
る
か
疑
問
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
純
然
た
る
自
由
権
の

行
使
と
し
て
な
さ
れ
る
表
現
」
は
国
民
と
同
様

に
保
障
さ
れ
る
と
の
説
(
阿
部
)
、
お
よ
ぴ
「
政

治
的
権
利
」
と
「
市
民
的
権
利
」
を
区
別
し
て

考
え
る
説
(
村
迦
等
が
あ
る
。
表
現
の
自
由
の

参
政
権
的
機
能
と
形
式
的
国
民
主
権
論
が
結
び

つ
く
場
合
は
、
実
質
上
外
国
人
の
表
現
の
自
由

が
正
に
大
幅
に
制
約
さ
れ
得
る
こ
と
を
本
件
は

示
し
て
い
る
。
今
日
の
国
家
が
「
常
態
」
と
し

て
一
定
数
の
外
国
人
を
も
「
構
成
員
」
と
し
て

含
み
、
「
国
民
」
の
政
治
的
意
思
形
成
過
程
が

そ
れ
に
ょ
っ
て
む
し
ろ
豊
か
に
な
る
こ
と
を
理

論
上
の
前
提
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
在
留
期
間
の
更
新
と
人
権
の
享
有
.

使
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
器
の
よ
う
に
大

き
く
二
種
の
立
場
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
審
は

こ
れ
ら
を
密
接
に
関
連
さ
せ
、
法
務
大
臣
の
裁

量
を
狭
く
、
従
っ
て
不
許
可
を
む
し
ろ
「
例

外
」
と
解
し
た
が
、
上
級
審
は
在
留
中
の
人
権

行
使
を
認
め
な
が
ら
も
、
更
新
時
に
こ
れ
を
不

外国人の政治活動の自由 別冊ジ 1リえト

と

別冊ジュリえト 外国人の政治活動の自由

を

」 1

ナ 1
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憲法判例百選1
[第四版]

犯罪の一般的成立要件を取り扱う刑法総論の分野において
も、まだ個別の犯罪構成要件の内容を取り扱う各論の分野

においても、法文を解釈・適用する判例の学習・研究は、

必要不可欠である。本書は、各事案の解決を超えた一般的

妥当性まで検討し、判例の流れの中に位置づけて理解させ

る理論と実務の架橋となる判例解説の決定版。好評発売中。
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■文献略語について
本書に引用される下記の文献にっいては、本文中及び<参考文献>欄では通常用いられる〔〕内
の略語例によった。

判例時報時〕〔判〔民(刑)録〕大審院民研の事判決録
判例時報添付の判例評論評〕録〕行政裁判所判決録 〔判〔イ子
判例タイムズタ〕〔判〔民研1)集〕大審院、最高裁判所民(汗の
労働判例判〕〔労事半1例集

旬〕 労働法律旬報〔集民(刑)〕最高裁判所(民事・刑事)
゛き4

速〕 労働経済判例速報経〔労裁判集
金融・商事判例判〕〔金〔高民研リ)集〕高等裁判所民御」)事判例
判例地方自治自〕〔判集

り〕 ジュリスト〔下民研1)集〕下級裁判所民研の事裁判 〔ジ コ.

法学教室教〕〔法例集
平成(昭和)平成(昭和) 00年度重要行政事件裁判例集集〕〔イテ

too"1 沖畷一-00東京高等裁判所民研")事〔東高民(刑)時報〕
重判解 0号)判決時報

法曹時報時〕〔曹月〕〔訟 訟務月報
協〕 法学協会雑誌刑事裁判月報月〕 〔法研4
法律時報時〕行政裁判月報 〔法月〕〔行
法律新聞〔新 聞〕家庭裁判月報月〕〔家

論〕 法律評論労働関係民事裁判例集 〔評〔労民集〕
商〕〔民 民商法雑誌不法行為に関する下級裁判〔不法下民集〕
セ〕 法学セミナー所民事裁判例集 〔法
法律のひろぱば〕判解〕最高裁判所判例解説〔最 〔ひ ろ

民〕判例民事法〔判

本百選の表記について■

憲法判例百選(昭和38年干川→本百選<第一版>、同新版(昭和43年刊)→本百選<第二版>、同

<第三版>(昭和49年干の→本百選<第三版>、憲法判例百選1、Π(昭和55年干の→本百選1く第一・
版>、本百選Π<第一版>、同 1、Π<第二版>(昭和63年刊)→本百選1<第二版>、本百選Ⅱく第二
版>、同 1、Π<第三版>(平成6年刊)→本百選1 <第三版>、本百選Π<第三版>とした。

■判決文について
判決文そのままの引用は「」で示したが、解説文中における引用では、判決の趣旨を略記した

ものもある。
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罪刑法定主義/両罰規定/不作為犯/因果関係/実質的違法性/正当防

衛/緊急避難/責任能力/故意/過失/期待可能性/未遂/共犯/罪数

口個人的法益に対する罪口生命・身体に対する罪/人格的法益に対す

る罪/財産に対する罪口村会的法益に対する罪口公共危険罪/偽造

罪/風俗に対する罪口国家的法益に対する罪口汚職罪/公務の執行

に対する罪/司法作用に対する罪
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